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岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー

と
の
意
見
交
換
会

　
県
の
発
注
工
事
は
、
荒
沢

口
橋
架
け
替
え
工
事
、
国
道

２
８
１
号
葛
巻
地
区
県
単
凍

雪
対
策
工
事
（
茶
屋
場
～
田

の
沢
の
流
雪
溝
改
修
）、
馬

淵
川
治
水
施
設
整
備
事
業

（
役
場
裏
か
ら
田
子
橋
ま
で

の
河
川
改
修
）、
砂
防
ヌ
ナ

ヤ
沢
（
古
川
戸
）
に
つ
い
て
、

現
地
で
工
事
の
状
況
や
今
年

度
の
予
定
さ
れ
て
い
る
箇
所

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

《県事業の内容》
種
別 工事の内容 工事年度

道
路

Ｒ281流雪溝の補修（大明神） Ｒ２年度
Ｒ340荒沢口橋架け替え Ｈ29 ～Ｒ２年度
Ｒ281大坊地区道路拡幅（岩手町） Ｈ25 ～Ｒ２年度

河
川 馬淵川施設治水施設整備事業（田子） Ｒ２～８年度

砂
防

ヌナヤ沢砂防事業（ダム１基：古川戸） Ｈ24 ～Ｒ２年度
市部内の沢砂防事業（ダム２基） Ｈ21 ～Ｒ２年度

　
調
査
終
了
後
、
県
営
工
事

等
に
係
る
意
見
交
換
会
で
県

の
担
当
者
か
ら
、
今
後
の
進

め
方
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
当
議
会
か
ら
は
、
田

子
橋
付
近
か
ら
上
流
の
馬
淵

川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
、

福
祉
施
設
の
周
辺
で
も
あ
り
、

早
期
の
着
工
、
完
成
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
県
と
町
が
情
報
共

有
、
連
携
し
進
め
て
行
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
本
町

関
連
の
主
な
事
業
内
容
は
、

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

順調に進む
現地で状況を確認

　
今
回
の
調
査
で
は
、
町
道

葛
巻
浦
子
内
線
の
大
橋
な
ど

２
年
度
の
工
事
箇
所
の
進
行

状
況
や
、
元
年
度
に
完
了
し

た
学
校
施
設
な
ど
の
状
況
を

調
査
し
ま
し
た
。

　
町
道
葛
巻
浦
子
内
線
道
路

改
良
事
業
で
は
、
現
在
、
大

橋
の
架
け
替
え
工
事
で
下
部

工
（
土
台
部
分
）
が
順
調
に

行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
に

は
上
部
工
（
橋
桁
）
も
発
注

予
定
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
道
路
改

良
を
含
め
、
５
年
度
の
完
了

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
寺
田
地
区
の
農
道
整
備
事

業
は
、
農
作
業
機
械
の
大
型

化
な
ど
に
よ
り
、
作
業
や
通

町
・
県
工
事
な
ど

19
箇
所
を
調
査

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は

６
月
３
日
、
元
年
度
に
完
了
し
た
事
業
と
２
年
度
に
実

施
す
る
工
事
場
所
な
ど
の
調
査
の
た
め
、
町
内
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
同
日
、
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー

（
沖
野
智
章
所
長
）
と
「
県
営
工
事
等
に
係
る
意
見
交
換

会
」
を
開
催
。
鈴
木
町
長
、
觸
澤
副
町
長
も
出
席
、
県

の
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し

た
。

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会 

所
管
事
務
調
査

ハ
ー
ド
事
業
を
調
査

行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

と
地
域
の
方
々
の
要
望
が

あ
っ
た
箇
所
で
す
。

　
江
刈
中
学
校
の
施
設
改
修

は
、
主
に
教
室
や
保
健
室
な

ど
の
断
熱
化
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
１
月
に
議
会
で
実
施
し

た
中
学
生
と
の
懇
談
会
で
、

生
徒
か
ら
「
体
育
館
も
隙
間

が
多
く
、
冬
は
寒
い
」
と
い

う
声
も
あ
り
、「
も
う
少
し

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
五
日
市
保
育
園
の
冷
房
設

備
工
事
で
は
、
規
模
や
施
設

の
老
朽
化
な
ど
か
ら
冷
房
機

が
１
室
の
み
の
設
置
と
な
っ

て
お
り
、「
計
画
的
な
施
設

改
修
が
必
要
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
社
会
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
整
備
事
業
で
は
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、「
若

者
だ
け
で
な
く
、
元
気
な
高

齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
、

日
中
に
利
用
し
や
す
い
手
立

て
が
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

荒沢口橋の架け替え工事県営工事等に係る岩手土木センターとの意見交換会 大橋の架け替え工事断熱化工事が行われた江刈中学校の教室

田子地区河川改修

早期完成を強く要望
政務調査会研修会

議会の機能強化へ
～質問・質疑のあり方を学ぶ～

　政務調査会（高宮一明会長）は７月22日、
岩手県町村議会議長会の米田武美参与を講
師に、「質問・質疑のあり方」について研
修会を開催しました。
　米田参与は、町議会や県議長会の事務局
長としての経験から、効果的な一般質問を
行うための心構えや調査方法、組み立てな
ど具体的な事例を交えて説明。議員個々の
質問力の向上により、議会全体の機能強化
を図ることが重要であると話し、議案など
の質疑についても、その目的のポイントを
つかみ、事前調査を十分行い、町政の進展
や町民全体の福祉向上に、どれだけの効果
があるかという視点が最も重要であると力
説しました。
　当議会の定例会議では、議案審議を輝く
ふるさと常任委員会に付託しており、質
疑に十分な時間を確保し、
一問一答方式で納得いく
まで質疑、答弁を繰り返
すことができる仕組みと
なっていることから、充
実した質疑の重要性を再
認識した研修会でした。 米田武美参与


